
第５回中野区子どもの権利擁護推進審議会

各主体の役割について（各自治体の広報リーフレットから抜粋）

※自治体ごとに、条文ではより詳細な役割を記載しています。

川崎市 世田谷区 豊島区 西東京市

１ 保護者

・保護者は、子どもにとって最も良いことを第一に考え、子どもの年齢や成熟

にあわせて子どもの権利を支援します。

・保護者は、子どもの心や体を傷つけたり放っておいたりするなど、あらゆる

形の虐待や体罰をしてはいけません。

・子どもの養育と成長について責任が

あることを自覚し、ふれあいの機会を

大切にして、子どもが健やかに育つよ

う努めていきましょう。

・子どもの心身を傷つけることなく、いのちを守ります。

・子どもと一緒にいる時間を大切にします。

・子どもの気持ちをよく聴き、意見を尊重します。

・子どもの年齢や成長に応じて、プライバシーを守ります。

・子育てにおいて重要や役割をもって

いるため、市や育ち学ぶ施設の関係者

などの支援を活用しながら、子どもが

健やかに育つように努めます。

２ 区・市

・市は、保護者に対して、子育てを支援したり、虐待を防いだりします。また、

虐待を受けた子どもを助け、回復に努めます。

・子どもにかかわる市の仕事を、子どもの権利の視点からよりよく進めるた

めの行動計画をつくります。

・子どもの権利の学習や広報・啓発、職員の研修などを進めます。

・子どもの権利についての理解を深めるため、１１月２０日を「かわさき子ども

の権利の日」とします。

・子どもについての政策を総合的に実

施します。また、保護者、学校、区民、事

業者などと連絡をとりながら、「健康と

環境づくり」「安らぎの場の確保」「子ど

もの社会参加」「虐待の禁止・防止」「い

じめへの対応」「子育て支援」「相談と擁

護」といった政策を進めていきます。

・子どもの権利の普及・啓発に取り組みます。

・子どもの権利が侵害されたときは、区民と力をあわせて

子どもを守ります。

・子どもが生き生きと安心して生活できる環境を用意しま

す。

・子どもの権利推進計画を策定します。また、子どもの権利

委員会を設置して計画や施策の検証を行います。

・すべての子どもが命を大切にされ、健

やかに育つことができるよう、子ども

の意見を尊重し、子どもの最善の利益

を考慮して、子どもにかかわる施策を

総合的に実施します。

３ 育ち学ぶ施

設の関係者

・学校や保育所、児童養護施設など子どもにかかわる施設は、生き生きと子

どもが育つ環境をつくり、学ぶ権利を守り、支えます。

・職員は、子どもに対して虐待や体罰をしてはいけません。

・いじめについて十分注意するとともに、相談の仕組みを整えたり、子どもの

権利について学べるようにします。

・子どもの自治的な活動を支援します。

・育ち・学ぶ施設を支え合い、より開かれたものにするために、子どもや親、地

域の住民や職員とともに話し合う場を設けていきます。

・（学校は…）子どもが人間性を豊かに

し、将来への可能性を開いていくため、

地域社会と協力して活動していきま

す。

・子どもの健康を守り、子どもの育ちや遊び、学びを充実さ

せます。

・子ども同士の関わりを見守り、子どもの意見を尊重しま

す。

・児童虐待の予防及び早期発見のために、関係機関と連携

して取り組みます。

・子どもの権利についての研修を実施します。

・子どもが主体性をもち、学び、成長す

るよう支援に努めます。

４ 区民・市民

・地域で子どもが豊かに育つように、子どもの立場から地域の環境を考え、整

えていきます。

・子どもの居場所を考え合い、居場所の確保と普及に努めます。

・地域で子どもたちが自分からやりたいという活動を支援します。

・市政について子どもの意見を求めるため、「川崎市子ども会議」を開催しま

す。

・地域の中で、子どもが健やかに育つこ

とができ、また、子育てをしやすい環境

をつくっていくため、積極的に役割を

果たしていくよう努めていきましょう。

・子どもが安心して生活できる環境をつくります。

・地域の中で互いに声をかけあい、子どもの成長を見守り

ます。

・地域のルールや役割を子どもに教えます。

・児童虐待を発見した場合、関係機関に通告します。

・子どもは身近な存在であり、地域のな

かで子どもが育っていくことを認識し、

子どもの健やかな育ちのために子ども

や保護者などに協力するよう努めま

す。

５ 事業者

・事業活動を行う中で、子どもが健やか

に育つことができ、また、子育てしやす

い環境を作っていくため、配慮するよ

う努めていきましょう。

・子どもの意見理の理解を促進します。

・子育てのために働きやすい職場環境を整備します。

事業活動を行うなかで子どもが健やか

に育つことができ、また、子育てしやす

い環境をつくっていくため、配慮するよ

う努めます。

６ その他

・人権オンブズパーソンでは、権利侵害（いじめ、虐待、体罰など）によって傷

ついたり困ったりしている子どもを支えるため、相談や救済にあたります。

・子どもの権利委員会では、権利の観点から子どもの様子や市の仕事を第三

者の立場で調べて市の仕事に生かしていきます。

資料５


